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令和 2 年度国立大学図書館協会東京地区協会・関東甲信越地区協会合同



L i b r a r i a n M a pとは？

• 平成3 0年度の国立大学図書館協会東京地区地区助成
事業の企画により制作された。

• プロトタイプ版による試行期間を経て、今年度から
正式運用が始まった。

• 「国立大学図書館協会ビジョン2 0 2 0」の重点領域③

に掲げられている「知の共有・創出のための＜人材＞
の構築」に基づき、各自の経験・知識・スキルを「見
える化」することで、所属を超えてネットワークを広
げるとともに、国大図協の持つ人的リソースを最大限
に活用することを企図している。



L i b r a r i a n M a pとは？

• 図書館員の情報を集約したポータルサイト。

• 図書館員が各自でマイページを編集し、現在の担当業
務や興味、これまでの実績について入力する。

①日常的な情報共有の場になる。
②自身の職歴が集約されたアーカイブになる。
③若手職員にとってのキャリアモデルになる。
④今後、図書館を取り巻く様々な問題に所属を
超えて対応していくための足掛かりになる。

→



L i b r a r i a n M a pはここが面白い！①

身上調書には書け
ないことも含めて
自分の今までの仕
事が一覧できる！

北は北海道か
ら南は沖縄ま
で、全国の図
書館員の情報
を見られる！



L i b r a r i a n M a pはここが面白い！②

以前名刺交換した
方の意外な姿！

予想していな
かったカテゴ
リ設定！



L i b r a r i a n M a pはこれからどうなる？①
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テ ス ト 登 録
後 、 登 録 の
呼 び か け を

開 始

年 度 末 の
登 録

呼 び か け

（単位：
人）

2年間で順調に登録者
数を伸ばしてきた

今後は東京地区外の登
録者増加も目指す予定

LibrarianMap登録者数の推移

年 度 末 の
登 録

呼 び か け



L i b r a r i a n M a pはこれからどうなる？②

ユーザの登録内容を
充実させてもらうために、
どのように働きかけるか

最低限の情報を自動
更新するような仕組
みが作れないか



L i b r a r i a n M a pはこれからどうなる？③

同じカテゴリを使用
しているユーザ同士
を結び付けるような
イベントや仕掛けの
企画ができないか

（例）目録講習会の開催



研修の場での活用

受講者同士の
名刺交換代わりに
（オンライン名刺）

こういう
者です

講師の人の情報、
事前に調べておこう

こういう
者です

講師の自己紹介に

研修前・研修後の活用も



本日は・・・

• ４グループ（６～７人ずつ）に分かれて自己紹介

• 自己紹介の内容は「名前、所属、現在の仕事内容、

どんなことに興味があるか、キャッチフレーズo r

自分を表すキーワード」

• 事前にL i b ra r i a n M a pに登録している人はみんなで

そのページを見ながら



この研修で得たつながりを
今後も活かしていってください

そのための 1つの手段として、
是非 L i b r a r i a n M a pを
ご活用ください！


